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豚蜘虫角皮の抗菌性物質について

第1報検出と分離i

金沢大学薬学部薬物学敏室（主任　三浦教授）

三　　浦　　孝　　吹

　　　Kψ万伽γα
　　（昭和30年5月14日受附）

1．緒

　余は姻虫駆除剤ヘキシルレゾルチノールの豚

姻虫角皮（CutiCula）に対する透過悔について

検索せるうちたまたま角皮中に：黄色ブド一斗発

育阻止物質の存在することを見出した．即ち豚

蜘虫角皮の小片をブドー菌含有斗酒磐船に皮の

内面を塞天下に接する如く貼恥し37。Cのフラ

ン半可においた所24時間後には皮の周辺に顕著

な而も明瞭な溶菌最が出現した．拠って余は角

皮を普通ブイオンを以て処理し容易に抗菌性物

質を溶出しアルコールを累加してこれを沈澱せ

しめ，遠心によって分離し未だ純品ではないが

白色の粉末として目的物を得た．本品は50万稀

釈にてよくブドー菌の発育を阻止及び殺菌する

言

ものであるから精製純化によって更に抗菌価を

高めることが可能であると思意する．よってこ

こに得たる成績について報告する．以下豚甲虫

角皮の抗菌性物質をCutfculnと略称する．

　今ここに豚飛虫角皮の生物学的性が犬について

一言せんに角皮は虫体の最外層を形威する透明

な極めて薄い膜であって構造的には8暦に区別

せられている．外辺暦は無構造であって内皮暦

は繊維性構造を有すと称せられている．なお角

皮はアルブミン，グルコプロテイン，フィブロ

イド，アスカロゲラチン，アスカロコラーゲン

及びケラチン等を含んでいるとの諸家の報告が

ある．

電

U．豚姻虫角皮抗菌性物質の生物学的検索

　A．角皮における抗菌性物質の検出：

　1）実験方法：

　a）実験材料及び方法：豚腸管より探取した5時

間以内の蓮動活渡な豚鯛虫♀（4・959）を角皮（0・459），

筋肉（1・79），生殖器及び消化管（1・59）の4部に分別

解体し各別々に75％アルコール液に浸し1時間後取り

出しこれを滅菌濾紙に挾みアルコール分を充分吸牧除

去し〔この操作中には可及的無菌的処置を講じた・〕得

たる消毒した各臓器を：Fig　42　Fig　5，　Fig　6，　Fig　7，

F量98に示すが如くブドー菌含有ブイオン寒天三板に

圧着固定しフラン器中に置き24時間後章発育に俘って

生ずる李板面の変化を観察した．虫体の各部分を季板

上に固着せしめる時には角皮ではその内面を李板に接

せしめる如く筋肉では外側面を墾板に圧着せしめ内臓

臓器はそれぞれ適宜の形体に密着せしめた．叉同時に

雌雄2隻の成虫をアルコール消毒したる後そのまま牛

板上に固定した．（Fig　2及びFig　3参照）

　b）菌含有寒天平板の調製：塞天1部を普通ブイ

オン（pH　7・2）50部に加温溶解し綿をもつて濾過し爽

雑物を除き滅菌しこれに黄色ブドー菌24時間培養液を

1％の割合に加えて滅菌シ．ヤーレ中に注入し尋板とし

た．

　2）実験成績：上述の如く諸臓器を準板中

に固定した後，37。C，24時聞フラン器中に置い
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た（塞天平板には菌の旺盛な発育が見られる）．

而して（a）回虫の全身をそのまま固定した場合

はFig　2及び：Fig　3に見る如く雌一体の口辺

部にのみ溶菌量が認められた外体周辺には殆ん

ど溶菌最が見られなかった．（b）角皮ではその

周遊に幅約3mmの溶菌最形成が認められた．

（c）筋肉層では全周辺で約0．5～1mm，その頭

部及び尾部では可成幅広の溶菌量が認められ

た．（d）生殖器では特定の部位即ち膣，子宮を

除いては概して幽幽な溶菌量しか認められなか

った　（e）消化管では殆んど抗菌性物質の存在

が認められなかった．

　以上の成績中最も注目すべきは角皮に極めて

大：量の抗菌性物質の存在することが認められた

こと並びに蜘虫全身固定では体の外辺に抗菌性

物質の放出されないことが認められたことであ

る．

　B．角皮抗菌性物質の塞天中滲出現象：

　1）実験方法：　新鮮な角皮を1時聞75％アル

コールに浸潰消毒し後充分ブルコPルをもって洗際し

これを硝子板上に展げ乾燥し，Fig　9に示す如き金属

製皮膜保持器に装置し黄色ブドー菌底土通ブイオソ寒

天を注加し李板の申間に膜を張り保持器の窓の申央に

寒天のメヌスカスが来るように固定し37。Cフラン器

中に納め24時間後に観察した．

　2）実験成績：塞天平板表面において角皮

の体内側に幅約4mmの溶菌量が膜に二って形

成され而して膜の外側面には殆んど最形成が行

われないことが認められた．この事実は明らか

に角皮に存在（叉は産生）する抗菌性物質は專

ら虫体内部方向にのみ放散滲透し体の外側には

放散しないことを意味すると考えられる．

　C．角皮の抗菌性物質産生能についての

　　　実験：

　1）実験方法：　新鮮な角皮片をもつて①10

0。C，30分加熱，②120。C，ε0分加圧加熱，③無処置

の3試料を作製し各5・09をとりこれらにそれぞれ

pH　7・2の普通ブイオソ50ρcを加え37。C，ε0分間

放置し後ガーゼをもつて寸寸し第1の漉液をとり残漬

の角皮片を更に新たな50ccのブイオンをもつて処理

し漉別して第2の漉液を得，引き続き同檬の処置を繰

り返して試料毎に5つの漉過液を得た．これらの試料

について一般稀釈法によってブドー菌に対する抗菌性

を検定した．

　a）普通ブイオンの調製：石津削掛エキス109，区

内ペプトン109，局方食塩59，水1立をとり1時間

蒸気浴申にて煮沸し次いでPII　7．2となし更に30分間

熱し必要ならばpllを補正し120。C，20分間加圧滅菌

した．

　h）力価の判定：角皮片試料の10倍量の普通ブイ

オソをもつて処理した濾過液に同量のアルコールを加

えて60分間放置し（叉は100。，5分煙加熱消毒し）こ

れを原液としこれより逓下稀釈して各種所要の濃度液

2・Occを作製し24時闇培養ブドー菌の10万倍稀釈液1

命ずつをピペットをもつて薬液に楼倒し37。C，24時

第1i表　豚姻虫角皮のCuticdin産生能　（ブドー菌発育阻止作用）

皮の処置
　　　検：液No・

稀釈倍数

100。C，30分間加熱群

1

1：　40

1：　80
1：　160

1　　320

1：　640

1：1280

1：2560

　K

♀

i‡

1‡

1‡

2

0

0

十

十

十

十

十

十

3

0

0

十

十

十

十

十

十

4

0

0

十

十

十

十

十

十

5

0

0

十

十

1十

十

十

1200C，　30分間
加圧加熱群

1

十

十

十

十

十

十

十

＋1＋

2 3

十

十

十

十

十

十

十

十

4

十

十

十

十

十

十

十

十

5

十

十

十

十

十

十

十

十

無処置群（対照）

1

0

0

0

0

0

0

0

十

2

0

0

0

0

0

十

十

十

3

0

0

0

0

十

十

十

十

4 5

0

0

十

十

十

十

十

0

0

十

十

十

十

十

＋1＋

十　　菌発育による凋濁 0　　澄明（菌発育ぜず） K　　対照
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間培養し菌発育阻止限界濃度を求め更に各試験管より

新たなブイオンヘー白金耳を移植し菌の生死を検：し殺

菌限界濃度を算定した．角皮抗菌性物質の力価は菌発

育阻止に要する最小有効濃度をもつてした．

　2）実験成績：得たる成績を示せば第1表

の如し．

　第1表に見るに無処置群では第1液は1：

2，560以上の力価を示し第2液は1：640，第
31夜をよ　1：320，　第4液をま　1：80，　第5を夜をま，1：80

と力価は漸次低下を来たし第5液では第1液の

％2に低下せるを知る．即ち新鮮角皮の抽出に

当っては回を重ねる毎に角皮のCutiCllli11産生

能（溶出量）は減弱する．これに対し角皮を

100。C，30分処理したるものにおいては抽出液

の力価は各回エ：40～1；80を示すに渦ぎず，加

熱によって角皮のCuticulin産生能の破壊せら

れることを知る，叉120。C，30分処理の場合は

角皮はCllticuliD産生能を全く喪失するを知る．

III．諸種溶媒によるCuticuH聾抽出効果

　1）実験方法：　新鮮な角皮0．29をそれぞれ試

験管にとリユ0倍量の下記溜水外8種の溶剤を加えて

37。C，1時間抽出を行い，得たる濾液について抗菌

力を検した，

　2）実験成績： 得たる成績次表の如し．

第2表　豚姻虫角皮の諸種溶剤による溶出試験

溶剤の種類

抗　　菌 　作　　用　　　〔ブド一寸に対する〕

暗紅測チーデ囎画オソ北見ル

（37。C，24時閲）

溜水 生理的食塩水

　　　　　　ロ

1：　20

1：　40

ユ：　80

1：　160

1：　320

13　640

1：1280

1：2560

　K

十

十

十

十

十

十

十

十

十

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

●

●

0

0

0

0

0

●

●

発育
阻止

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

●

6

●

0

0

0

十

●

●

発育
阻止

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

●

●

●

●

0

0

十

〇

●

発育
　　　殺菌
阻止

0

0

0

0

0

0

0

十

十

グリセ
リン

。

●

●

0

0

0

十

●

■

アセ
トソ

ヂオキ
サソ

発育　　発育発育発育
阻止 阻止阻止阻止

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

第2表に見る如く生理的食塩水，リンゲル液

（燐酸緩衝液を以てpH：：4．8としたもの），チ

ローデ液のCutlculin溶出（産生）は普通ブイ

オンの場合と殆んど相違せず，溜水，グリセリ

ン，75％アルコール，アセトン，ヂオキサンで

は殆んど溶出し得ないことを認めた．

IV．角皮抗菌性物質の普通ブイ才ンによる抽出

　A．熱に対する抵抗性：角皮1．59をとり

10倍：量のpH：6．0普通ブイオンを以て処理し

得たる液（濾過液のpH：6．8）2cc宛を滅菌

試験管に分注して夫々5分，30分，1時間，2

時間と100。C（i蒸気中にて）に加熱したものと

対照として無処置のものとについて夫々ブドー

菌に対する力価を検定した．得たる成績次第3

表の如し．

　第3表によって見れば対照の力価1：640に

対し5分及び30分加熱は殆んど対照と変りなく

工時間加熱で力価孚減し，2時閥加熱で著しい

減退を示すを知る．即ちCuticu1111はpH：6．8

の普通ブイオンメヂウムにおいて2時闘加熱に

よって殆んど無効となるを知る．
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第3表　ブィオン申のCuticuliηの熱に対する抵抗性

抗菌作用　（ブドー菌に対する） （24時間，37。C）

100。q処置時間
　　　　　　一（分）

1　　　20

1　　　40

1　　　80

1　　160

1　　320

1　　640

1　1280

1　2560

　K

5！

発育
阻止
殺菌

30！

0

0

0

0

0

0

十

十

十

発育
阻止

●

●

0

0

0

十

●

●

●

0

0

0

0

0

0

十

十

十

殺菌

●

●

●

0

0

十

●

●

●

60！

発育
阻止

0

0

0

0

0

十

十

十

十

殺菌

●

●

0

0

十

●

●

●

●

ヱ20！

発育
阻止

十

十

十

十

十

十

十

十

十

殺菌

十

十

●

●

o

●

●

●

●

0（対照）

発育
　　　殺菌阻止

0

0

0

0

0

0

十

十

十

●

●

0

0

十

●

●

　B●室温における安定性：力価1：640の

Cut丘cu恥ブイオン液を常温において放置し逐

時的に力価の変動を追究せしに第；4表に示す如

き結果を得た．即ち4日後においても常温では

ClltiCulin液は効力の減退を来さず，7日聞に

おいて始めて効力の孚減を来たした．

第4表　Cuticulinの安定性（常温保存時の）

抗　菌　力　価　　（ブドー菌に対する） （370C，24時間）

菌発育阻止
殺　　　　　　菌

直　　後

1：640

1＝320

24。後

1：640

1：320

2　日後

1：640

1：320

4日後

1：640

1：320

7　日後

1：320

　●

C．抽出時のpHの：影響：角皮片0．59を

とりこれに下記各種pHの普通ブイオン5ccを

カロえ，37。C，1時問の抽出を行い上澄液をとり

黄色ブドー菌に対する力価を測定した．得たる

第；5表　pHのCut茎Culin抽出に及ぼす影響

抗 菌 作 用 （37。C，24時間）

PH

稀釈倍数

1　　　20

1　　　40

1　　　80

1　　160

1　　320

1　　640

1　　ヱ280

1　2560

　K

5．0

発育剛殺菌

0

0

0

0

0

0

十

十

十

0

0

0

0

十

十

十

十

6

6．0

発育画殺菌

0

0

0

、0

0

0

0

十

十

0

0

0

0

0

十

十

十

7．0

賄酬殺菌
0

0

0

0

0

0

十

十

十

0

0

0

0

0

十

十

●

●

9．0

発育阻止機菌
　　　　1

0

0

0

0

十

十

十

十

十

0

0

0

十

十

〇

●

●
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域績第5表の如し．

　上表において見る如くCuticulinはpH：6．0

のブイオン，37。C，1時闇処置において最：も有

効に抽出され，この場合得られた液の最小菌発

育阻止濃度は1：1，280でpHがアルカリに

傾けば抽出には不適となることを知る．

　D．抽出時間について：普通ブイオン（pH

：6．0｝によるCut｛culin抽出の至i適時聞を検せ

んとして次の実験を行った．而して第6表の結

果を得た．

第6表CutiCulin抽出の時闇的影響

抗　　菌　　作　　用 （37。C，24時間）

抽出時間 30！

爆裂謹
1。

1：　20

1：　40

1：　80

1：　160

1：　320

1：　640

1：1280

1：2560

　K

0

0

0

0

0

0

0

十

殺菌

●

o

●

0

0

0

十

●

＋1・

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

●

●

0

0

0

十

●

■

2。

発育
阻止

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

●

●

●

0

0

0

十

●

●

4。

発育
阻止

0

0

0

0

0

0

0

十

十

殺菌

0

0

0

0

0

0

十

〇

●

24。

発育
阻止

0

0

0

0

十

十

十

十

十

殺菌

0

0

0

0

十

●

●

●

　即ち処理を始めてより30分にて抽出量：最：高に

達し4時間に至るもそれに変動はない．しかし

24時間抽出の際は力価は極～％に低下するを知

る．これはCuticulinの分解によるものと考え

られる．

v．角皮抗菌性物質Cuticulinの分離精製

　A．分離i：細切した新鮮角皮109に100cc

の普通ブイオン（PH：6．0）を注加し37。C

r時間フラン器中に納め第1回目の抽出を行い

所要時聞経過後ガーゼを以て二部を漉別し漉液

に4倍量の純アルコールを注超し氷室申に一昼

夜放置し析出した沈澱を遠心分離し，得たる沈

澱を始めにアルコールにて2回次いでエーテル

にて1回処理乾燥し除湿気中に保存した．こ

の際の上澄液100ccは減圧濃縮（35。C次下に

て）して至：量10ccとした．第；1回目の抽出を

行った残脊の皮・部は更に100ccの新しい普通ブ

イオンにて第2回の抽出を行い第1回と同様操

作し次いで第3回をも同様にし各回の沈澱（粗

CutiCulin）及び減圧濃縮液のブドー菌に対する

力価を検し第7表の如き成績を得た．

　即ち角皮を10倍量の普通ブィオンにて抽出す

るに毎回の抽出液は共にアルコールによる沈澱

部分に大：量のCuticul｛nの移行せることが認め

られた。この沈澱乾燥後の第1回分屑は410m9

で第2回分屑，第3回分屑は各約170mgの牧

量を示しCuticuhnはブイオンの成分と共に沈

澱し来るが如し．アルコールにて沈澱しない部

分にも僅少のCutlculinを認めた　叉表に示す

如く第；1回の粗製Cuticulinは1：256，000稀

釈にて優にブドー菌の発育を阻止する力価を有

する，

　B．精製：上述の第1回普通ブイオン抽出

物即ち粗Cut三Culin（力価1：256，000）を水にて

（82】
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第；7表　アルコールによる精製

抽出No・

第1回抽出

第2回抽出

第3回抽出

作　　用

発育阻止

殺　　菌

発育阻止

殺　　菌

発育阻止

殺　　菌

アルコールによる沈澱部分

力 価瞳（m・）

1　　256000

1　　256000

1　　256000

1　　256000

1　　128000

1　　128000

410

170

163

アルコールにて
沈澱しない濾液
を濃縮し10cc
とした部分

1　　640

ユ　　640

1

1

20

20

1

1

20

20

処理し得たる四部を第1図の如くしてアルコー

ルにて分劃沈澱せしめCuticuhnの移行歌況を

追究し次の成績を得た．

　1
〔B．F．〕

褐色沈澱物（44mg）
〔

II　l
A　1

　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　図

　　粗Cuticulin　400mgを蒸溜水10ccに溶解冷却遠心
　　　　　〔1：256000〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II：菌発育阻止限界濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：殺菌限界濃度
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　上清液（＝10cc）に純アルコール10ccを注加

番翻1」　1騨誉勢：攣離鍵押

　1　　　　　　　　　　　1
〔A・1・F・〕　　　　　　　上清液（＝25Cc）に純アルコール25ccを注加し
沈澱（135mq）　　　　　　　高冷10時闇放置

〔田：瀦8」　靴傾斜
　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　〔A・IL　F・〕　　　　　　　上清液（＝50cc）に純アルコール50ccを注偉し
　　　　沈三殿　（50mg）

　　　　11　1：　64000、　　　　　　　　前同様に処理　　　　［、、，32。。。，

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1
〔A。II正．F．〕

沈澱（5mg）
「王｛　　1　：　　160001

LA　1：　8000」

　上述の粗CuticuU11を精製するに概略　1）

水に不溶の部分σ｛・F・）　2）水に可溶にて而

もアルコールに沈澱する部分（AJ．F．）　3）大

量アルコールにても沈澱せざる部分（AJI．F．）

の3部分に抗菌性物質を捕捉することが出来

た．即ちA．1．F．分屑はCl】ticulin含有量最大

で力価は1：512，000を示した．本分壷中の純

　上清液，（よ100cc）40。C以下，減圧濃縮液
　　　　（10cc）とする
［紐：3111」

成分はなお未だ極めて僅少成分よりなれるもの

と推せられる．〔本精製実験の結果角皮より分

離された粗Cuticulinは軍一のものであるが又

は同種：のものの混合物なるかは今俄かに断じ難

いも今日の所理学的性歌の異なる3種：のものの

存在が考えられているの

　　　　　　　　　　　　　VI．粗Cuticulinの諸種細菌に対する抗菌性’

精製して得た粗CutiCuli11の諸種細菌に対す　　験管内稀釈法によって行った．

る抗菌性を検した成績次の如し．実験：方法は試

【83　】
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第8表　粗CutiCulinの諸種細菌に対する抗菌性

被　　検　　菌　　株

B．aRthracis

B．　subtilis

Staphylococcus　au「eus

Streptococcus　haelnolyticus

：Bacterium　pyocyaneum

I）neumococcus（Type　I）

C◎rynebacterium　dyphtheriae
Mycobacterium　tuberclosis
humanus
Mycobacterium　phlei

I3aci11us　coli　colnmunis

：Bacillus　dysentheriae

菌発育阻止
限界濃度

無効（1：500にて）

無効（1：500にて）

　1　：　　256000

　1　：　128000

無効（1＝500にて）

　1：　　8000

　1　：　128000

　1：　16000

　1：　32000
無効（1：500にて）

無効（1：500にて）

培　地　の　種　類

曹通ブイオン

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

10％血清加ブイオソ

0．2％グルコPス加ブイオソ

10％血清加キルシネル培地

普通ブィオソ

　　〃

〃

成績判定培養

37。C，24時間

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

370C，48時聞

370C，　4週間

370C，　3日間

370C，24時間

〃

曹通ブイオン　pH：7・2～7・3

　Cuticulinはグラム陽性菌には有効であるが

概して陰性菌には無効である．人里結核’菌に対

しては可成の抗菌i生を保有している．

　本志の抗菌スペクトラムはペニシリンのそれ

と類似点を有しているがペニシリンは発育阻止

作用強大であるが殺菌力比較的微弱であり本物

質は殺菌力は菌発育阻止力と殆んど同等である

点が特長である．

VII．粗Cnticlinのマウスに対する毒性

　粗Cuticulin　27m9をとり0．5cc生理的食塩

水に溶解し予試験的に体重129の幼弱マウスに

興部皮下に注射するに試鰍は何らの中毒症1伏を

も呈せず，正常歌態を保持し生還した．この成

績のみから本物質の毒性を云々し得ないが少

なくともCut｛cullnは猛毒のものとは断じ得な

い．

VIII．考

　従来抗菌性物質は專らカビ，細菌の代謝産物

より見出されているが動物組織より発見せられ

たるものは殆んどない．余は今回豚颯虫角皮よ

り抗菌性物質を分離し動物組織の中においても

亦抗菌物質の存在することを明らかにした．

而して姻虫角皮中において強大な抗菌性物質

CutlcuUnの存在するとの知見はCuticulinが皮

膚の細菌感染に対する防禦力の一要素たること

を示すものとして頗る興味あることと信ずる．

又本物質は次の諸点より輩に角皮申に含有され

ているものでなくして角皮において産生されい

るものと推せられる．これが当否は今後の研究

察

を侯って決したいと思う。即ち1）100。C，30

分間加熱処理した角皮片を普通ブイオンで抽出

すると抽出液の力価は対照のそれに比し糖2以

下に低下する．Cuticuli11自身はブィオンメヂ

ウムでは100。C，30分聞加熱で全然不変で力価

の減弱を来たさないこと．2）角皮の抗生物質

は1種ではないと考えられるが水溶性部分が大

部分を占めている．しかるに水では全然抽出さ

れてこないで，唯生理的条件でよく抽出され

ること．3）生理的食塩水を以て抽出する際温

度を高めても抽出量は増さないこと．4）角皮

を数回分別抽出するに抽出毎に力価ば漸減する

【84コ



　　　　　　　　　三

　　　：Fig．王

豚蜘虫角皮片の抗菌性

浦論文附囲　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　：Fig。2

　　　　　　　　　　豚蜘虫（雄）の塞天準板固定

灘・ 蟹
（昭和30年2月11日撮）

　　　　　　　　　　Fig．3

　　　　　豚蜘．虫（雌）1の寒天雫板嗣定

口腔外側の
　　　　→溶　菌　帯 1醜



三浦論文附囲 （2）

　　　　：Fig．4・

豚蜘虫角皮の抗菌性1．

尾部→
←頭部

　　　　：Fig．5

豚姻虫角皮の抗菌性2．

難

難鮎㍉、

　　、

　蕪
懸穿

強

　　　：Flσ　6
　　　　b●
豚蠣虫の筋肉部の抗菌性

尾　部→

一頭　部



三浦論文附圖 （3）

　　　：Fig．7

豚姻虫の生殖器

令膣

　　　鞠Fig．8

豚蜘虫の消化器

　　　　　Fig．9

豚姻虫角皮の抗菌性物質の産生

　（体内方陶に産生せる朕を示す）

内
　　皮
測←i→外　側

騒

灘ミ厨
葬

嚢

》

襲

藩篇譲攣懸懸．

　（昭和30年2月5日撮）
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が依然として抽出されてくることである．1922

年：Flemlng功は体組織及び分泌液中に一つの殺

菌性酵素の存在することを発見した．而してこ

れをLysozymeと命名した．：Lysozymeは生体

組織中に広く存在し溶連菌，ブドー菌に殺菌作

用を呈し殊にMicrococcus　Iysodeikticllsに強力

な殺菌性を有するものである．1937年Abraham

及びRobinson　2）によってLysozymeは結晶性

に分離された．

　今・回余の得たる豚蛆虫角皮抗菌物質Cuticulin

は：Lysozymeと一見近似の性状を有するやに

思われるが現在の所両者の理学的性状並びに抗

菌スペクトラムより明らかに互に相違せるもの

と考えている，

IX．結

　余は上述の研究途行によって次の重要事項を

得た．

　1）豚姻虫角皮中に張力な抗菌性物質の存在

（産生）せること．

　2）この抗菌性物質は豚姻虫角皮より普通ブ

イオン叉は生理的食塩水によってよく抽出せら

れ得ること，水並びにアルコール，アセトン，

ヂオキサン，グリセリン等の有機溶媒にては殆

んど抽出され得ないこと．

　3）生理的食塩水反はブイオンによって粗製

有効成分を白色の粉末として得，これが50万倍

稀釈液にてよく黄色ブドー菌の発育を阻止し且

つ殺菌すること．

論

　4）この動物性抗菌性物質は殺菌力において

彊大であって菌発育阻止作用において強大なる

Penicillinの作用と趣を異にしていること．

　5）又本成分は諸種細菌に対して特異的抗菌

スペクトルムを有し殊に結核菌に有効なるは注

印こ値する．

　三筆するに当り金沢大学薬学部薬物学敢室池田政男

講師，大橋富次氏，五十嵐良子，卒信子，櫻井直美，

桑原啓子，岡本しげるの諸嬢の協力を得たることを記

してここに感謝の意を表する．耳許研究の原料である

豚甲虫の多数を探取供与され繹大な御高配をいただい

た金沢市屠畜場石川県技師石崎哲夫氏に対し衷心より

惑謝の意を表する．
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